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第 1 章 保護者支援と親支援 


























































































第 1 因子「自己の強さ」、第 2 因子「生き甲斐・存在感」、第 3 因子「協調性」、第 4 因
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内容を KJ 法で分類して、カテゴリー化、数値化、図示化を行っている。 
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本論文は、子育て支援及び保護者支援、親育て・親育ち支援を中心に、保育・教育分野は
もとより、心理学を初め、広範な専門分野にまたがる理論的かつ実践的な研究であり、そこに、
学際性を認めることができる。 
(5) 「本学大学院が授与する博士の学位にふさわしいと認められるものであること」
について。 
論者は、本論文において、「論文の概要」でも述べたように、今日保育現場でますますそ
の必要性が高まっている保護者支援において、「親育て支援」及び「親育ち支援」の両者を
合わせた「親支援」が必要であるとして、まず、就学前の子どもを持つ母親を対象とした「子
育て意識尺度」を作成し、「親育て支援」を利用することによる母親の子育て意識を分析す
るとともに、「親育て支援」の効果を明らかにし、次に、同様の母親を対象とした「親育ち
尺度」「親役割意識尺度」「育児関与尺度」「養育態度尺度」を作成し、「母親の親役割意
識」や「父親の育児関与」が「母親の親育ち」に及ぼす影響並びに「親育ち」が養育態度に
及ぼす影響を分析することによって、親支援に対する具体的で効果的な支援内容を提言し
ている。したがって、本論文は、本学の授与する博士(教育学)の学位にふさわしいと認める
ことができる。 
本論文は、以上のように、高く評価すべき独創性を豊かに備えているが、論者自身が今 
後の課題としたもののほかに、博士学位請求論文公開審査会において審査委員よりいくつ
か問題点が指摘されたので、列挙しておこう。 
第一に、保護者支援と子育て支援との関係について、より厳密な概念規定がなされればよ
かったとの指摘がなされた。 
第二に、親育ちの要因が各種検討されているが、子どもを保育所(園)、幼稚園及び幼保連
携型認定こども園に通わせている親の間でどのようなちがいがあるのか、本論文では、三者
を分けずに一緒に因子分析されているが、別々に分析してもよかったのではないかとの指
摘があった。 
第三に、「父親の育児関与」に関して、母親から見たデータが多く、父親自身のデータを
もっと増やしたらよかったのではないかという指摘もあった。 
第四に、先行研究を参考に「母親の親役割意識項目」「父親の育児関与項目」「母親の養育
態度項目」を設定し、親育ちと養育態度がどのような要因に影響されているのかを検討して
いるが、先行研究だけから項目を選ぶのではなく、もっと自分の思い、実感を入れた項目を
入れたらよかったのにとの指摘もなされた。 
以上、論文審査委員により指摘された本論文の主たる問題点を列挙した。たしかに、本 
論文にこれらの問題点が含まれているのは明らかである。しかし、これらは、今後の研究 
の進展によって早晩解決されるであろうし、課程博士論文としての価値を大きく損なうも
のではない。 
よって、本論文は、博士（教育学）の学位を授与するにふさわしいと論文審査委員全員一
致で判断した。 
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